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動物実験に関する自己点検・評価報告書 
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令和５年３月 

 



Ⅰ．規程及び体制等の整備状況 

１．機関内規程 

１）評価結果 

   ■ 基本指針に適合する機関内規程を定めている。 

   □ 機関内規程は定めているが、一部に改善すべき点がある。 

   □ 機関内規程が定めていない。 

２）自己点検の対象とした資料 

放送大学動物実験規程 

３）評価結果の判断理由（改善すべき点があれば、明記する。） 

 本学における動物実験等を適正に行うため、全学の規程として放送大学動物実験規程

を定めている。 

４）改善の方針、達成予定時期 

該当なし。 

 

２．動物実験委員会 

１）評価結果 

   ■ 基本指針に適合する動物実験委員会を設置している。 

   □ 動物実験委員会は設置しているが、一部に改善すべき点がある。 

   □ 動物実験委員会は設置していない。 

２）自己点検の対象とした資料 

放送大学動物実験規程 

放送大学動物実験委員会名簿 

３）評価結果の判断理由（改善すべき点があれば、明記する。） 

 放送大学動物実験規程に基づき、動物実験計画の動物実験等に関する法令、飼養保管

基準、基本指針等への適合性に関すること、動物実験計画の実施状況及び結果に関する

こと等について審議し、又は調査するため、動物実験委員会を設置している。 

 

 

４）改善の方針、達成予定時期 

該当なし。 

 

 



３．動物実験の実施体制 

１）評価結果 

   ■ 基本指針に適合し、動物実験の実施体制を定めている。 

   □ 動物実験の実施体制を定めているが、一部に改善すべき点がある。 

   □ 動物実験の実施体制を定めていない。 

２）自己点検の対象とした資料 

放送大学動物実験規程 

３）評価結果の判断理由（改善すべき点があれば、明記する。） 

 放送大学動物実験規程により適正に定められている。 

４）改善の方針、達成予定時期 

該当なし。 

 

４．安全管理に注意を要する動物実験の実施体制 

１）評価結果 

   □ 基本指針に適合し、安全管理に注意を要する動物実験の実施体制を定めてい

る。 

   □ 安全管理に注意を要する動物実験の実施体制が定めているが、一部に改善す

べき点がある。 

   □ 安全管理に注意を要する動物実験の実施体制を定めていない。 

   ■ 該当する動物実験を行っていないので、実施体制を定めていない。 

２）自己点検の対象とした資料 

 

 

３）評価結果の判断理由（改善すべき点があれば、明記する。） 

 

 

４）改善の方針、達成予定時期 

 

 

 

 

 



５．実験動物の飼養保管の体制 

１）評価結果 

   □ 基本指針や飼養保管基準に適合し、適正な飼養保管の体制である。 

   □ 概ね良好であるが、一部に改善すべき点がある。 

   □ 多くの改善すべき問題がある。 

   ■ 該当する動物実験を行っておらず、飼養保管施設を設置していない。 

２）自己点検の対象とした資料 

 

３）評価結果の判断理由（改善すべき点があれば、明記する。） 

 

 

４）改善の方針、達成予定時期 

 

 

６．その他 

特になし 

 

Ⅱ．実施状況 

１．動物実験委員会 

１）評価結果 

   ■ 基本指針に適合し、適正に機能している。 

   □ 概ね良好であるが、一部に改善すべき点がある。 

   □ 多くの改善すべき問題がある。 

２）自己点検の対象とした資料 

放送大学動物実験規程 

放送大学動物実験委員会（メール審議）資料 

３）評価結果の判断理由（改善すべき点があれば、明記する。） 

令和４年度は、令和３年度に承認した動物実験計画の変更について関係法令及び規程等

に基づき審査を実施した（１件）。 



４）改善の方針、達成予定時期 

該当なし。 

 

２．動物実験の実施状況 

１）評価結果 

   ■ 基本指針に適合し、適正に動物実験が実施されている。 

   □ 概ね良好であるが、一部に改善すべき点がある。 

   □ 多くの改善すべき問題がある。 

２）自己点検の対象とした資料 

放送大学動物実験規程 

放送大学動物実験委員会（メール審議）資料 

動物実験経過報告書 

３）評価結果の判断理由（改善すべき点があれば、明記する。） 

令和４年度は、令和３年度に承認した動物実験計画の変更について関係法令及び規程

等に基づき審査を実施した（１件）。 

動物実験経過報告書に基づき、適切に動物実験が実施されたことを確認した。 

 

４）改善の方針、達成予定時期 

該当なし。 

 

３．安全管理を要する動物実験の実施状況 

１）評価結果 

   □ 基本指針に適合し、当該実験を適正に実施している。 

   □ 概ね良好であるが、一部に改善すべき点がある。 

   □ 多くの改善すべき問題がある。 

   ■ 該当する動物実験は、行われていない。 

２）自己点検の対象とした資料 

 

３）評価結果の判断理由（改善すべき点があれば、明記する。） 

 



４）改善の方針、達成予定時期 

 

 

 

４．実験動物の飼養保管状況 

１）評価結果 

   □ 基本指針や飼養保管基準に適合し、適正に実施している。 

   □ 概ね良好であるが、一部に改善すべき点がある。 

   □ 多くの改善すべき問題がある。 

   ■ 該当する動物実験を行っておらず、飼養保管施設を設置していない。 

２）自己点検の対象とした資料 

 

 

 

３）評価結果の判断理由（改善すべき点があれば、明記する。） 

 

 

 

４）改善の方針、達成予定時期 

 

５．施設等の維持管理の状況 

１）評価結果 

   □ 基本指針や飼養保管基準に適合し、適正に維持管理されている。 

   □ 概ね良好であるが、一部に改善すべき点がある。 

   □ 多くの改善すべき問題がある。 

■ 該当する動物実験を行っておらず、飼養保管施設を設置していない。 

２）自己点検の対象とした資料 

 

 

３）評価結果の判断理由（改善すべき点があれば、明記する。） 

 

 



４）改善の方針、達成予定時期 

 

 

 

 

 

６．教育訓練の実施状況 

１）評価結果 

   ■ 基本指針に適合し、適正に実施している。 

   □ 概ね良好であるが、一部に改善すべき点がある。 

   □ 多くの改善すべき問題がある。 

２）自己点検の対象とした資料 

公益社団法人日本実験動物学会実験動物管理者等研修会 受講証 

３）評価結果の判断理由（改善すべき点があれば、明記する。） 

実験動物管理者等研修会の受講をもって修了としている。 

４）改善の方針、達成予定時期 

該当なし。 

 

７．自己点検・評価、情報公開 

１）評価結果 

   ■ 基本指針や飼養保管基準に適合し、適正に実施されている。 

   □ 概ね良好であるが、一部に改善すべき点がある。 

   □ 多くの改善すべき問題がある。 

２）自己点検の対象とした資料 

令和４年度動物実験に関する自己点検・評価報告書 

 

３）評価結果の判断理由（改善すべき点があれば、明記する。） 

 放送大学動物実験規程に基づき、「動物実験に関する自己点検・評価報告書」を適切に

作成している。本報告書については大学ウェブサイトに公開している。 



４）改善の方針、達成予定時期 

該当なし。 

 

８．その他 

令和４年度自己点検・評価報告書  

確認者 放送大学動物実験委員会委員長 福田勝洋（令和５年３月２２日） 

 


